
就農年 : ２０２４年４月
作物 ： 大豆、小麦、ハト麦、スイートコーン等
作付面積 ： ３ha

就農により、国の補助や支援制度が活用できるようになったこと。
また、全ての仕事を自分で行うので、経営者意識が芽生えたこと。
地域おこし協力隊員の時よりも、地域に就農することで自分の

立ち位置が明確になり、周りの人々によく認識してもらえるように
なったこと。

生産、製造、販売、会計事務等を全て自分でやらなければなら
ないこと。
天候相手の仕事であるため、計画通りに進まないこと。

よかったこと

苦労したこと

遠藤 貴裕さん紋別市

サラリーマン勤務をしていたが、ずっと食品に携わる仕事がした
いという思いがあり、農泊や食に関する事業をしている会社へ転
職しました。そのお仕事の一環で、味噌を仕込む業務に携わり、
醸造の奥深さに魅せられ、味噌づくりの道へ進むことに。
知人の紹介で２０２１年４月に紋別市で地域おこし協力隊に応

募し、畑作産品を使った特産品の開発をテーマに農薬・化学肥
料を使わない大豆、小麦等を生産し、それらを原料とした味噌の
商品開発に取り組みました。２０２４年３月にはその任期を終え、
４月に就農しました。


